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岡 村 陽 子 
 
はじめに 
 
 アメリカを始めイギリスやオーストラリアなど欧米諸国では、臨床心理士（Clinical 
Psychologist）とは別に、脳と行動の関係について理解し、神経心理学的な知識に基づいて評
価や治療的な介入を行う臨床神経心理士（Clinical Neuropsychologist）が存在している。臨床
神経心理士は、その国により公的に認証されている資格であることもあれば職業の専門性を示
す名称であることもあるが、多くは基本的な資格として臨床心理士があり、その上でそれぞれ
の専門性を保証する資格として臨床神経心理士が存在する。しかしながら日本では、最も普遍
的かつ基本的な資格である臨床心理士資格も認定資格であり、さらにその先の専門資格である
臨床神経心理士については、臨床神経心理士という名称の存在すら認知されていないのが現状
である。 
アメリカでは臨床神経心理士という資格が 20 年以上前に確立し、臨床神経心理士が様々な
領域で活躍していることを鑑み、本稿では、アメリカの臨床神経心理士資格について概観し、
今後の日本の臨床神経心理士の可能性について考えたい。 
 
１．臨床神経心理士制度の確立に至るまで 
 
１）神経心理学の発展 
 神経心理学とは脳の機能と人間の心や行動の関係について明らかにする学問であるが、脳の
損傷へのアプローチに関する起源は古く、BC2500 年から BC3000 年の古代エジプトのパピル
スにも脳損傷の治療について記されている（Wilson, 2009）。しかし、現在のような脳の機能の
局在を明らかにする近代的な神経心理学の確立は 19 世紀以降のことである。1825 年に
Bouillard が大脳半球の反対側支配について記述し、1861 年には Broca が左半球に言語中枢が
あることを指摘し、大脳半球の機能局在に関する研究は一挙に進展を見る（Heilman ら, 2003）。
その後、2 つの世界大戦が大量の脳損傷を受けた傷病兵をうみ、脳損傷と脳の機能、人の心や
行動を解明する学問である神経心理学はますます発展を遂げることとなる。Benton（1987）
によれば、神経心理学（Neuropsychology）という用語は 1930 年代 1940 年代には文脈の中に
散見される程度であったものが、1948 年になると、ボストンで行われた APA（American  
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Psychological Association）の学術会議において“Neuropsychology”という題名でシンポジ
ウムが開かれるまでになった。1950 年代 1960 年代になると、臨床研究だけでなく、診断的な
評価に関する研究、健常な人に関する研究など様々な神経心理学研究が盛んに行われ、神経心
理学が専門領域として確立するようになった（Benton, 1987）。こうした神経心理学の発展を
受け、1967 年に International Neuropsychological Society (INS) が、1975 年にはアメリカ
における脳損傷や障害の評価や治療の専門家のための非営利の職能団体である National 
Academy of Neuropsychology (NAN) が創設される。さらに、1980 年にはアメリカ心理学会
（APA）に臨床神経心理に関する第 40 部会 APA Division of Clinical Neuropsychology (APA 
Division40) が立ち上がり、ほぼ時を同じくして、1981 年には、心理学の専門資格認定を行っ
ているアメリカ専門心理士認定機関 American Board of Professional Psychology (ABPP) に
神経心理学分野に関する資格認定機関である American Board of Clinical Neuropsychology 
(ABCN) がたちあがる（表 1）。神経心理領域に関連する学会誌も、Neuropsychologia は 1963
年、Cortex は 1964 年と、1960 年代に相次いて発刊されている。Sweet, Meyer, Nelson, & 
Moberg (2011) の調査によれば、アメリカの神経心理士が常時購読している学会誌の第 1 位は
Journal of the International Neuropsychological Societyであり、以下第2位から第5位まで、
Archives of Clinical Neuropsychology、The Clinical Neuropsychologist、Neuropsychology、
Journal of Clinical & Experimental Neuropsychology と続き、表 2 に示すように多くの雑誌
が 1980 年頃から 90 年代にかけて発刊されている。こうした学会発足や学会誌発刊の流れを見
 
表１ 神経心理学関連学会の創立 
 
 
 
 
 
表２ 神経心理学関連学会の創立 
 
 
神経心理学関連学会誌 発刊年
Neuropsychologia 1963
Cortex 1964
Journal of Clinical & Experimental Neuropsychology 1979
Journal of Clinical Neuropsychology 1979
Archives of Clinical Neuropsychology 1986
Neuropsychology 1987
The Crinical Neuropsychologist 1987
Journal of the International Neuropsychological Society 1995
神経心理学関連学会・団体 創立年
International Neuropsychological Society 1967
National Academy of Neuropsychology 1975
APA Divison of Clinical Neuropsychology(APA Division40) 1980
the American Board of Clinical Neuropsychology(ABCN) 1981
― 3 ― 
ても、神経心理学は 1960 年代に学術的な領域として確立し、この 30 年余りの間に飛躍的に発
展してきている領域であることが明らかである。 
 
２）臨床神経心理士の登場 
1970 年代以降、神経心理学の発展に伴い臨床神経心理士という用語も、学術論文の中で使わ
れ始めるようになる。学術論文データベースである PsycINFO、Psychology and Behavioral 
Sciences Collection、Academic Search Premier、及び Medline を使用して、2013 年 6 月 20
日までに発表された論文のうち、“Clinical Neuropsychologist”が題名もしくはアブストラク
トに使用されている学術論文を検索したところ、1976 年以降の学術論文 171 件が検出された
（表３）。1976 年から 1980 年までの 5 年間ではわずか 2 件であり、1995 年までは 5 年間で発
表される論文が 2 桁を超えることがない状
況が続いていたが、1996 年〜2000 年は 24
件、2001 年〜2005 年は 47 件、2006 年〜
2011 年は 50 件、2011 年以降は 2013 年 6
月までの 2 年 6 ヶ月で 28 件と、臨床神経
心理士に関する論文数が年々増加してきて
いる。1970 年代に初めて登場した臨床神経
心理士という名称は、今世紀に入って世界
的に広まり、学術的な論文においても一般
的に使用されるようになってきているもの
と思われる。 
アメリカにおいて、臨床神経心理士が資格として公のものになるのは、1981 年の ABCN の
発足以降と考えられる。ABCN の親組織である ABPP は 1947 年に創設され、アメリカの職業
的な心理士の資格認定を行ってきた。ABCN は 1981 年以降、臨床神経心理士の資格試験を担っ
ており、ABCN の資格試験に合格すると、臨床神経心理学の専門家としての資格が証明される
（American Board of Clinical Neuropsychology, 2013）。また、臨床神経心理士の定義につい
て公にされたのは、APA Division40 の定義の発表が 1984 年、NAN が臨床神経心理士の定義
を公に向けて発表したのは 1989 年である（Barth, Pliskin, Axelrod, Faust, Fisher, Harley, 
Heilbronner, Larrabee, Puente, Ricker, & Silver, 2003）。さらに、Barth ら（2003）によれば、 
NAN は、1994 年の NAN による定義、1996 年の APA Division40／INS Task Force による定
義、ヒューストン会議における定義の 3 つの定義を下敷きに、2001 年に臨床神経心理士の定
義を改定している（Barth ら, 2003）。臨床神経心理士は 1970 年代に登場し、1981 年に資格制
 
表３ “Clinical Neuropsychologist”に 
関連する文献数 
発表年 文献数
1976〜1980 2
1981〜1985 5
1986〜1990 9
1991〜1995 6
1996〜2000 24
2001〜2005 47
2006〜2010 50
2011〜 28
合計 171
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度として整えられ、1980 年代以降現在に至るまで定義の刷新をくりかえしながら確立されてき
たものと考えられる。 
 
３）臨床神経心理士の定義 
 Sweet ら（2011）は、アメリカの臨床神経心理士に関する大規模調査を行うに当たり、その
対象者を AACN、APA Division40、NAN のメンバーとしていることから、アメリカで臨床神
経心理士として働くものはそのいずれかの団体に所属するものと考えられる。そこで、臨床神
経心理士とはいかなるものかについて明らかにするために、ABCN と、APA Division 40、NAN
のそれぞれの機関が公にしている最新の臨床神経心理士の定義を比較し検討する。 
ABCN による臨床神経心理士の定義は、ABCN の最新の資格認定マニュアルである
American Board of Clinical Neuropsychology Candidate’s Manual June 2013 において発表
されている（American Board of Clinical Neuropsychology, 2013）（表４）。また、1988 年 8
月 12 日の APA 会議において APA Division40 の実行委員は表５にある定義を提案した
American Psychological Association Division40, 1989）。また、APA Division 40 は、臨床神
経心理の教育と訓練の専門性に関するヒューストン会議（Proceedings of the Houston 
Conference on Specialty Education and Training in Clinical Neuropsychology, 1998）の中で、
「臨床神経心理士とは脳と行動の科学の領域で訓練された専門的な知識を有する心理士である。
臨床神経心理士は、人間の行動を中枢神経系の正常な機能と異常な機能に関連付け、生涯に渡
る人間の行動に、科学的な研究に基づいた原理を適用する専門家である。」としている。さらに、
1989年の定義を修正する形で 2001年に改訂されたNAN による臨床神経心理士の定義（Barth
ら, 2003）は表６に示す通りである。 
いずれの定義にも共通することは、「臨床神経心理士とは中枢神経系（脳）と人間の行動の関
係を科学的に理解し、それらの知識を用いて疾患あるいは障害のある人の診断、評価、治療に
あたるものである」ということである。さらにいずれの定義においても、臨床神経心理士であ
るためには、博士の学位を取得している、あるいは博士課程相当の知識を有していることが必
要であり、博士課程でのインターンシップ、博士取得後の専門領域の経験が必要であるとされ
ている。 
３つの定義のうち、発表が年代的に一番古い APA Division 40 の定義は、比較的簡略なもの
であり、AACN の資格を持つことが臨床神経心理士としての能力を保証するものとなることを
示している。複数の定義を下敷きに改訂された NAN の定義は比較的大きな枠組みで設定され
ている印象があり、神経心理士の専門性は APA によって認定されることに触れられている。
一番詳細なのは AACN の定義であり、資格申請のためのマニュアルには臨床神経心理士が提供 
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表４ ABCN による臨床神経心理士の定義 （ABCN, 2013） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 神経心理学的な評価（診断を確立するため、元の成績、治療効果の経
過、そして介入計画を報告するため）
・ カウンセリング（患者や家族が神経学的な問題や検査結果の意味や内容
を理解するのを助けるため）
・ 様々な状況における他職種へのコンサルテーション
・ 介入（治療、予防）
・ 臨床に関連した研究
・ スーパービジョン、教育、活動のマネージメント（例えば、訓練、プロ
グラムの開発、運営）
　臨床神経心理士とは、脳と行動の関係に関する科学を適用する、専門的
な知識をもち訓練を受けたものである。臨床神経心理士は、発達的、神経
学的、医学的、精神科的な問題のあるあらゆる年代に渡る患者に対して、
評価や診断、治療、リハビリテーションにこうした知識を利用する。
　臨床神経心理士は、患者の認知や情動の強さや弱さを評価するために、
心理学的、行動学的な方法を使用する。そして、これらの知見を中枢神経
系の正常な機能や異常な機能と関係付ける。
　臨床神経心理士は、家族や医療／福祉従事者によって提供された情報を
総合し、神経行動学的な障害を同定し診断するためにこうした情報を用
い、研究を指揮し、患者や家族をカンセリングし、また、介入方略を計画
し実行する。
臨床神経心理士によって提供される典型的なサービスは以下のものを含
む：
　臨床神経心理士は、多文化的な／多様な対象者に対処する繊細さやスキ
ルを示すことが期待される。このマニュアルにおいて、我々は「多文化的
な」や「個人的文化的な多様性」という単語を互換性を持って使用する。
個人的文化的な多様性は、人種や民族、言語、性的な志向、性別、年齢、
障害、階級、教育、宗教／信仰の志向、その他の文化的な次元のような要
因を含む幅広い範囲として認識されている。
　専門的なレベルでは、臨床神経心理士の実践のための準備は、特に、博
士課程での訓練と、博士取得前のインターンシップ、そして、博士取得後
の教育と訓練経験を必要とする。専門的な能力は、心理学における基礎、
応用双方の包括的な核となる知識基盤を有していることの証明であると推
察される。こうした包括的な核以上に、臨床神経心理学の専門家としての
能力は、神経学、神経解剖学、神経病理学を含む臨床における神経科学の
基礎を必要とする。臨床神経心理士としての資格過程にふさわしくなるた
めには、少なくとも、専門領域における総合的な経験を3年以上つむことが
必要とされる。
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表５ APA Division40 による臨床神経心理士の定義 
（APA Division40, 1989） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表６ NAN による臨床神経心理士の定義（Barth ら, 2003） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
A． 地域で認定された大学において、神経心理学もしくは神経科学の組織
的な教育的経験的訓練を終了している
B．神経心理学的な業務を行なっている臨床の現場において2年以上の適切
なスーパーバイズのある訓練を受けている
C．彼または彼女が訓練を受けた州もしくは地域の法によって、心理的な業
務を提供する公的な資格や証明を有している
D． こうした能力を証明するものとして同僚による審査を受ける
臨床神経心理学におけるABCNやABPPの資格の取得は、これらの基準に達
しているということを保証する、臨床神経心理士としての能力の最も明
確な証拠となる。
臨床神経心理士とは、中枢神経系の正常かつ異常な機能に関係した人間の
行動に関して、科学的研究に基づいて評価し介入するという原則に則って
業務を遂行する心理の専門家である。臨床神経心理士は、以下のような、
博士レベルの心理学的な診断や介入業務を提供することのでき、人間の福
祉のためにそうした原理を適用する能力があるものである。
1  認定をうけている大学の訓練プログラムにおいて心理学の学位を取得してい
る。
2  専門職過程（professional psychology）の臨床関連領域においてインター
ンシップ、もしくは同等のものを経験している。
3  臨床神経心理学と神経科学に関連した研究と実践の領域において、少なくと
もポスドクレベルの２年間のフルタイムの経験と専門的な訓練を受けた経
験、もしくはそれと同等のものがある。これらの２年間は臨床神経心理士に
よるスーパービジョンも含む。
4 州や地方の発行するライセンスにより、彼または彼女は心理学と／または臨
床神経心理学を独立して実践する。もしくは非課税法人によって神経心理士
として雇用される
　臨床神経心理士は、脳と行動に関する科学を適応する専門技術を有した心理
学の専門家である。臨床神経心理士は、神経学的な疾患や医学的疾患、神経発
達的疾患、精神医学的な疾患だけでなく、認知の障害、学習の障害など、すべ
ての年代に渡る患者の評価や診断、治療、リハビリテーションにおいて、こう
した知識を使用する。臨床神経心理士は、心理学全般や、神経学、認知心理
学、行動心理学、生理学の原理や技術を使用し、患者の神経認知的、行動的、
情動的な強さ弱さや、中枢神経系の健常な機能と障害されている機能の関係を
評価するための検査を使用する。臨床神経心理士は、神経行動学的な障害を同
定し診断し、介入方略を計画し実施するために、こうした情報と家族や介護者
から得た情報を使用する。神経心理士の専門性は、アメリカ心理学会（APA）と
カナダ心理学会Canadian Psychological Association（以下CPA）によって認定
される。臨床神経心理士は、臨床神経心理学と心理学に関する独立した実践者
（ヘルスケアの提供者）である。
臨床神経心理士は以下の条件をみたしている（最低基準として）：
　現在のところ、資格証明は、臨床神経心理学における実践を要求しない。臨
床神経心理学の専門性に関する資格証明（正式な資格証明書や、筆記及び口頭
試験結果、同僚の証明書を通じて）は、専門的な訓練やスーパービジョンをう
けていて、臨床神経心理領域に関する応用的な知識の蓄えがあるというよりさ
らなる証明となるものである。
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可能なサービス、臨床神経心理士が従事する職場なども説明されており、職業上の資格として
認定している機関の定義らしい充実を示している。NAN が臨床神経心理士の専門性を認める
ために APA の認定が有用とし、さらにその APA Division 40 は AACN の資格を持つことが臨
床神経心理士の能力の保証となるとしていることから、AACN の資格は臨床神経心理士の能力
を称するかなり有力な根拠になるものと思われる。また NAN は 2001 年の定義の中で、博士
取得後に２年間の専門的な訓練が必要であることを述べているが、2013 年の AACN の定義で
は 3 年以上の専門的な経験が必要と述べられていることから、臨床神経心理士として必要な技
能を身につけるためにより長い訓練期間が要求されるようになってきていることがうかがわれ、
それだけ神経心理士に必要な知識や技術が増え、対象となるクライアントや領域も拡大してい
ることが示唆される。 
 
２．米国における臨床神経心理士の現状 
 
１）資格認定機関 
 アメリカで心理士（Psychologist）になるためには、まず、大学院博士課程で心理学を専攻
したうえで、１年間の臨床心理学インターンシップを完了して、学位論文を提出し合格して
Ph.D., Psy.D., Ed.D.の学位を取得する必要がある。そして、さらに 1 年間のポスドクの臨床研
修を受けた後に資格試験を受け合格することでライセンスの取得となる。その後それぞれの専
門領域における専門性の認定を受けるためには、それぞれの専門分野の資格を認定している機
関において資格試験を受ける必要がある（松見, 2008）。アメリカにおける臨床神経心理士の資
格認定機関には、ABCN や American Board of Neuropsychology (ABN) などがあるが、最も
大勢を占めているのは ABCN であろう。ABCN は、心理学の専門資格認定を行っているアメ
リカ専門心理士認定機関 ABPP の 14 ある専門資格認定機関（表７）のうちの神経心理学分野
 
表７ ABPP の専門資格認定機関一覧 （ABPP, 2013） 
機関名 領域
1 American Board of Clinical and Adolescent Psychology 臨床小児心理学
2 American Board of Clinical Health Psychology 臨床健康心理学
3 American Board of Clinical Neuropsychology 臨床神経心理学
4 American Board of Clinical Psychology 臨床心理学
5 American Board of  Cognitive and Behavioral Psychology 認知行動心理学
6 American Board of Counseling Psychology カウンセリング心理学
7 American Board of Couple and Family Psychology 家族心理学
8 American Board of Forensic Psychology 司法心理学
9 The American Board of Geropsychology 老年心理学
10 American Board of Group Psychology 集団心理学
11 American Board of Organaizaional and Business Consulting Psychology 組織及びビジネス関連心理学
12 American Board of Psychoanalysis in Psychology 精神分析
13 American Board of Rehabilitation Psychology リハビリテーション心理学
14 American Board of School Psychology 学校心理学
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に関する資格認定機関である。Sweet ら（2011）が 2010 年に実施したアメリカの臨床神経心
理士に関する大規模調査では、調査参加者 1685 名の内 555 名（35.1％）は ABPP の資格取得
者で、さらに 502 名（ABPP 資格取得者の 90.5％）が ABCN によって資格を証明されたもの
であり、ABN による資格を持つものは 75 名（4.8％）であったことから、臨床神経心理士で
あるものの約 3 分の 1 は ABCN の資格を取得していると考えられる。 
 
２）臨床神経心理士の実数 
 全数調査を企図した Sweet ら（2011）の研究において、初期調査では AACN, APA Division 
40, NAN の登録者リストから 7891 名を対象としていることから、重複を含めてではあるが、
全米で少なくとも 8000 名以上が臨床神経心理士として働いているものと思われる。APA では
資格を有し臨床で実践的に働いている心理士の数を 93,000 名と見積もっており（American 
Psychological Association, 2013）、約 1 割弱が臨床神経心理領域を専門としていると考えられ
る。Johnson-Greene & Collins (2011) が、APA Division 40 の登録者は 4273 名であり、アメ
リカ心理学会の多々ある部門において、3 番目に大きい部門であるとしていることから考えて
も、1 割弱とはいえ、米国において臨床神経心理領域は心理の諸領域全体の中ではかなり大き
な割合を占めているといえる。 
 
３）アメリカの臨床神経心理士の教育、及び職務内容 
 臨床神経心理士の教育レベルは、最終的に 1685 名を対象とした Sweet ら（2011）の研究で
は、Ph.D.取得者が 82.5％、Psy.D.取得者が 14.3％、Ed.D.取得者は 0.5％であった。また在籍
した博士課程の領域に関しては、臨床心理学が 74.0％、神経心理学 6.5％、カウンセリング心
理学 8.2％であった。 
Sweet ら（2011）らによると、アメリカの臨床神経心理士の職務内容は、半数以上が成人を
対象としており（成人対象 54.4％、小児対象 15.2％）、大部分がフルタイムで働いていて
（82.0％）、公的な施設で約半数が働いているが個人開業している人もおり（公的な施設に勤務
40.2％、個人開業 27.5％）、平均年収は 132,000 ドルで、経験が 1 年未満で公的機関のみで働
いている神経心理士の平均年収は 77,500 ドル、仕事への平均満足度は 100 点中 78.3 点、収入
に関する満足度は 100 点中 71.7 点である。対象としている疾患の上位 5 疾患は、小児では、
ADHD、学習障害、てんかん、外傷性脳損傷、広汎性発達障害であり、成人では、認知症、外
傷性脳損傷、脳血管障害、その他の神経疾患、ADHD である。 
以上より、アメリカの臨床神経心理士は臨床神経心理の専門家として非常に高レベルの教育
と訓練を受けて幅広い領域で活躍しており、公的な施設だけでなく個人開業でも臨床神経心理
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士が独立して活動することが可能であり、専門家としてふさわしい収入を得て仕事にも収入に
も概ね満足していることが示唆される。 
 
３．日本における臨床神経心理士の可能性 
 
 日本では、脳と行動に関して科学的理論に基づいて評価しアプローチする臨床神経心理士と
いう資格は存在せず、臨床神経心理士という名称の存在すら知られていないのが現状である。
日本においては通常中枢神経系に異常があるクライアントへの評価・介入はリハビリテーショ
ン領域の心理士が担っており、アメリカの臨床神経心理士と職務内容が近似しているのはリハ
ビリテーション領域の心理士であろう。しかし、近年日本においても神経心理学の必要性は高
まっており、リハビリテーション領域だけでなく、精神科領域、発達臨床領域、学校臨床領域
など、幅広い領域において神経心理学的な評価に基づいたアプローチが検討されている（渡辺, 
2009；坂爪, 2010；池淵, 2010；加戸・畑・中山・長尾・津島・柳原・眞田, 2007）。臨床神経
心理士の定義や Sweet ら（2011）の研究からも明らかなように、アメリカの臨床神経心理士は、
小児から成人までを対象とし、評価し介入する疾患も発達障害から認知症までと幅広い。背景
とする学問領域も、神経心理学のみならず、生理学、神経学、認知心理学、行動心理学など多
岐にわたり、アメリカの臨床神経心理士とは、脳と行動に関する多領域の知識を臨床的に応用
することができる専門家である。アメリカと同様の神経心理学的な知識を有し、幅広い年齢・
疾患のクライエントに対して、評価・介入を行える臨床神経心理の必要性は、わが国において
も今後ますます高まることが予想される。 
こうした状況を鑑みると、日本においても臨床神経心理士資格の導入を試みる必要があるこ
とが示唆されるが、そもそも心理に関する国家資格は日本には存在しないのが現状である。日
本にも心理に関する認定資格は多々あるが、資格保持者数が最大なのは、公益財団法人日本臨
床心理士資格認定協会の認定する臨床心理士資格である。臨床心理士資格審査に合格した者の
数は、平成 24 年には累計 26,329 人となり（日本臨床心理士資格認定協会, 2013）、心理に関係
した職についている者の大部分が臨床心理士資格を有しているものと考えられる。しかし、日
本最大の心理に関する資格である臨床心理士資格でさえ、公益財団法人日本臨床心理士資格認
定協会の指定を受けた認定資格に過ぎず、日本では心理士資格に関してはまだ発展途上の段階
と考えられ、臨床神経心理士資格のように細分化された専門性を保証する資格に関しては未踏
の領域と言わざるを得ない。Cox (2009) は、ABCN は ABPP の 14 ある専門機関のうち最も
大きな割合を占めている機関でさらに成長途上にあるとしている。つまり臨床神経心理士資格
を認定する ABCN は現在も発展し続けるアメリカの心理の専門資格認定機関の中で最大の機
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関ということである。こうしたアメリカにおける臨床神経心理士の位置づけを考えると、臨床
神経心理士に関する資格制度を早急に日本で確立することは困難と思われるが、今後の日本に
おいても臨床神経心理士という専門性を持った心理士が求められ、心理士の役割が拡大してい
くことは想像に難くない。アメリカの臨床神経心理士に引けを取らない知識と技術を有した心
理士の育成を考えていくことが必要であるが、日本では神経心理学を学べるカリキュラムを
持っている大学はごく限られている（平林・阿部・中島・林、2007）ということも含めて、臨
床神経心理士養成のために必要な課題は山積みされている。今後は、臨床神経心理士の有用性
と必要性を広く知らしめ、すでに臨床心理士制度が確立している諸外国のカリキュラムについ
て検討し、日本の大学における臨床神経心理士養成カリキュラムを確立することが大きな課題
と考えられる。加えて、先行する諸外国の臨床神経心理士制度についても比較検討し、今後の
日本における臨床神経心理士のあり方を検討していくことも重要な課題と思われる。 
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